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我々が扱うのは、社会調査データ



東京⼤学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センターの
4つの研究分野



SSJデータアーカイブ設置の⽬的
›社会調査データの散逸を防ぐ
SPSS形式の他、テキストデータで保存
⻑期保存のためのバックアップ体制

›社会調査データを学術的共有財産とする
⼆次分析での研究利⽤を促進する
データを活かした教育の利⽤を広める

›分析の再現性を担保する
国際学術誌では必須になりつつある



SSJデータアーカイブの研究・教育利⽤



公開データ
› これまでに150以上の機関・組織・研究者（代表者）から寄託をうけた
› 2000以上のデータセットを公開・提供

– JLPS（働き⽅とライフスタイルの変化に関する全国調査）
– SSM（社会階層と社会移動全国調査）
– JES（投票⾏動の全国的・時系列的調査研究）
– 全国就業実態パネル調査（リクルートワークス研究所）
– 学校教育に対する保護者の意識調査（ベネッセ教育総合研究所）
– ⽇本⼈の意識調査（NHK放送⽂化研究所）
– ⾷育に関する意識調査（農林⽔産省）
– 仕事と育児の両⽴に関する実態把握のための調査（厚⽣労働省）

など



CSRDAトップページ
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データを探す



メタデータ



調査票



集計表



⼆次分析の成果



「データを探す」という観点におけるSSJDAの課題

（１）キーワードが粗く、体系化がなされていない
⇒ 海外での分類枠組みを参考に整備中
（２）メタデータの規格が独⾃で、⽐較可能性に⽋ける
⇒ JDCatへの掲載に協⼒するなかでDDI対応するよう作成中
（３）研究データから成果物（論⽂など）やその著者を⾒つける

ことはできるが、その逆はできない
（４）社会科学の研究コミュニティ以外での認知度は低い



CiNii Researchへの期待
›情報のリンクは⾮常に魅⼒的
研究費の情報や、研究者、論⽂の情報からデータを⾒つけることができ、
前述の課題(3)を解決しうる
›分野横断的な情報検索が新たな知の源泉に
前述の課題(4)が克服され、社会科学のデータを別領域の研究者が利⽤
したり、あるいは学際的・融合的な研究が促進されうる
› さらなる期待
–英語で書かれた論⽂、書籍をどこまでカバーできるか
–⽇本社会を対象とした研究成果をカバーできるか
–分野が違うと⽤語も変わるなか、どれだけ効率的に情報を調べられるか


